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医療分野において情報通信技術は、医療の質向上、業務の負担軽減・効率化、患者中心の医療サービスが実現できるものと期

待されており、その先端技術である無線ボディエリアネットワーク（BAN）は、高信頼性と低侵襲性を提供できることから注目を集め

ている。その社会的要請に応え、高機能かつ高信頼な医療情報通信機器を安全かつ迅速に臨床導入するために、そのリスクとベ

ネフィットを定量的に評価し、有効性と安全性をともに保障できる規制の策定と実施に必要なレギュラトリーサイエンスの研究と教

育を実践する。本研究ユニットは、無線ボディエリアネットワークに代表される先端医療ICT機器の高信頼化に関するマルチレイヤ

統合最適化技術の研究開発に加え、教育、標準化、法制化、および医療機器のレギュラトリーサイエンスに関する共同研究を国

際産学官連携による実施する。

先端情報通信技術（ＩＣＴ）に基づく医療機器の研究開発と
レギュラとリーサイエンスによる認証

医療機器の有効性（benefit）と危険性(risk)を科学的に解析し、
法制化、認証を行うレギュラトリーサイエンス
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